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第１章 総則 

（目的及び設置） 

第１条 富山大学（以下「本学」という。）において行う人を対象とする研究（医療を

目的とした研究を除く。以下「研究」という。）についてヘルシンキ宣言の趣旨に

沿った倫理的配慮を図るため，本学に，富山大学人を対象とし医療を目的としない

研究倫理審査委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

 
第２章 委員会 

（所掌事項） 

第２条 委員会は，次の事項を所掌する。 

（１）倫理的・社会的観点からの研究の実施計画及びその成果の出版・公表予定内

容の審査 

（２）その他前号の審査に必要な事項 

（組織） 

第３条 委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

（１）学部の教授又は准教授 各１人 

（２）学外の学識経験者 若干人 

（３）その他委員会が必要と認めた者 

２ 前項第１号から第３号までの委員の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし， 

欠員を生じた場合の後任の委員の任期は，前任者の残任期間とする。 

（委員長） 

第４条 委員会に委員長を置き，委員の互選により選出する。 

２ 委員長は委員会を招集し，その議長となる。 

３ 委員長に事故があるときは，委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代行

する。 



第３章 委員会の議事等 

（議事等） 

第５条 委員会は，委員の２分の１以上が出席しなければ議事を開くことができない。 

２ 議決を要する事項（次条第１項の審査の判定を除く。）については，出席委員の３ 

分の２以上の賛成をもって決する。 

（課題審査） 

第６条 申請課題に係る審査の判定は，出席委員全員の合意によるものとし，次の各

号に掲げる表示により行う。 

（１）非該当 

（２）承認 

（３）条件付承認 

（４）変更の勧告 

（５）不承認 

２ 委員は，自己の申請課題に係る審査に加わることができない。 

３ 委員会は，申請者に出席を求め，申請内容等の説明及び意見の聴取をすることが

できる。 

４ 審査経過及び判定は記録として保存し，原則として公表しない。ただし，委員会

が特に必要と認めた場合には，申請者及び当該研究の実施に携わる者の同意を得て

審議経過及び結論の内容を公表することができる。 

（迅速審査） 

第７条 委員会は，次の各号に掲げるいずれかに該当する審査について，委員会が指

名する委員による審査（以下「迅速審査」という。）を行い，意見を述べることが

できる。迅速審査の結果は委員会の意見として取り扱うものとし，当該審査結果は

全ての委員に報告しなければならない。 

（１）他の研究機関と共同して実施される研究であって，既に当該研究の全体につ

いて共同研究機関において倫理審査委員会の審査を受け，その実施について適

当である旨の意見を得ている場合の審査 

（２）研究計画書の軽微な変更に関する審査 

（３）侵襲を伴わない研究であって介入を行わないものに関する審査 

（４）軽微な侵襲を伴う研究であって介入を行わないものに関する審査 

（５）その他委員長が認めた審査 

２ 前項の審査については，別に定める。 

３ 第１項第２号の「研究計画書の軽微な変更」のうち，研究責任者の職名変更，研

究者の氏名変更等，明らかに審議の対象にならないものについては，委員長の判断

により，報告事項として取り扱うことができる。 

 

第４章 申請手続・異議申立手続・変更手続 

（申請手続及び判定の通知） 

第８条 審査を申請しようとする者は，倫理審査申請書に必要事項を記入し，学長に提 

出しなければならない。なお，附属病院における研究に関しては附属病院長を経て，

学長に提出しなければならない。 



２ 学長は，前項の審議を委員長に付託する。 

３ 委員長は，審議終了後速やかに，審査結果通知書により学長に報告し，学長等

は，申請者に結果を通知しなければならない。 

４ 前項の通知に当たり，審査の判定結果が第６条第１項第３号から第５号までの一

に該当する場合は，その理由を付さなければならない。 

（異議申立手続及び判定の通知） 

第９条 申請者は，前条第３項の審査の判定結果に異議があるときは，異議申立書に

必要事項を記入し，学長に再度の審議を１回に限り申請することができる。 

２ 学長は，前項の審議を委員長に付託する。 

３ 委員長は，審議終了後速やかに学長に報告し，学長は，申請者に結果を通知しな

ければならない。 

（研究の実施計画の変更） 

第 10 条 申請者が研究の実施計画を変更しようとするときは，遅滞なく学長に報告す

るものとする。 

２ 学長は，前項の変更に係る研究の実施計画について改めて審査の手続をとるもの

とする。 

 
第５章 雑則 

（委員以外の出席） 

第 11 条 委員長が必要と認めたときは，委員以外の者の出席を求めて意見を聴くこと

ができる。 

（事務） 

第 12 条 委員会の事務は，研究推進部研究振興課において処理する。 

（雑則） 

第 13 条 この規則に定めるもののほか，この規則の実施に当たって必要な事項は委員

会が別に定める。 

 
附 則 

この規則は，平成27年12月17日から施行する。 

附 則 

１ この規則は，平成29年12月11日から施行する。 

２ この規則の施行日において委員である者の任期は，第３条第２項の規定にかかわらず平

成30年３月31日までとする。 

附 則 

この規則は，平成30 年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は，令和元年10月１日から施行する。 

附 則 

この規則は，令和５年２月22日から施行する。 

 

 



附 則 

この規則は，令和５年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は，令和６年４月１日から施行する 


